
 

 

 

 

 

 

 

兵庫県の雇用失業情勢等について 
 

 

 

参考資料 



Ⅰ 最近の雇用失業情勢（令和２年９月）〔概要〕 

  

 
 
 

１ 有効求人倍率等 
 
  
 
 
 
 
    
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ 正社員等の状況 
 
 
 
 
 

◎ 令和2年 9月の正社員の有効求人倍率は0.66倍、前年同月 

を 0.31ポイント下回りました。（9ヶ月連続して下降） 

◎ 令和2年 9月の有効求人倍率は0.93倍で、前月と同じ水準

でした。 

基調判断 

「県内の雇用失業情勢は、求人が増加を続けている

ものの、求職の超過が続いており、厳しい状況にある。                

新型コロナウイルス感染症が雇用に与える影響に 

引き続き注意する必要がある。」 

〇 有効求人数は、  76,875人で、前月に比べて0.3％増加 

〇 有効求職者数は、82,317人で、前月に比べて0.1％減少 

〇 新規求人倍率は、2.00倍で、前月に比べて0.41ポイント上昇 

                          

〇 正社員の有効求人数は、 33,632人で、前年同月に比べて21.6％減少 

〇 正社員の有効求職者数は、50,852人で、前年同月に比べて15.5％増加                        



Ⅱ 令和３年３月新規高等学校卒業者の就職状況等〔概要〕 
 
 
１ 新規高等学校卒業者の状況 

  
◎求人数   １２，５３２件 
        前年同月より４，０１３件減少、前年同月比２４．３％減少 

 
 ◎就職希望者数 ５，３７０人 

        前年同月より３７９人減少、前年同月比６．６％減少 
  
 ◎求人倍率   ２．３３倍 
         前年同月比０．５５ポイント減少 
 

※令和２年８月末現在 
 
 

・ 産業別の求人数は「製造業」が一番多く全体の約３５％を占め、次いで「建設業」、「医

療・福祉」、「卸売業、小売業」、「運輸業・郵便業」と続き、この５つの産業で全体の

約８３％を占めている。 

・ 産業別の前年度に対する増加率では「情報通信業」は増加したが、それ以外の全ての

産業で減少している。 

・ 職業別では、「技能工・運転手等」が全体の約５５％を占めている。次いで「サービス」、

「専門・技術、管理」、「販売」、「事務」の順となっている。 

・ 職業別の前年度に対する増加率では「サービス」、「販売」でそれぞれ約２９％の減少、

「技能工・運転手等」で約２５％の減少と、減少割合が大きくなっている。 

 







 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

兵庫労働局 
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